
調査票にご回答いただいた方のうち、記載内容から支援が必要と判断され
た方を対象に専任の助産師等による電話やメール支援を行っています。

お電話での主な相談内容は年度と共に変わってきています
【電話による相談内容】

【支援対象者の推移】

平成23年度 平成24年度 平成25年度

放射線の心配や影響に
関すること

母親のこころや身体の健康に
関すること

母親のこころや身体の健康に
関すること

29.2% 33.4% 42.5%

母親のこころや身体の健康に
関すること

子育て関連（離乳食、
夜泣き、便秘、予防接種

など）のこと

子育て関連（離乳食、
夜泣き、便秘、予防接種

など）のこと
20.2% 26.7% 38.7%

子育て関連（離乳食、
夜泣き、便秘、予防接種

など）のこと

放射線の心配や影響に
関すること

子どもの心や身体の健康に
関すること

14.0% 23.7% 20.3%

平成23年度調査 電話支援対象者数 1,401人 （回答者の15.0％）
平成24年度調査 電話支援対象者数 1,104人 （回答者の15.4％）
平成25年度調査 電話支援対象者数 1,101人 （回答者の15.2％）
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妊産婦に
関する調査

子どものこころや身体の健康に

妊産婦に関する調査 支援実績と内容
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福島県内で妊娠される方が、一時減少したものの、
平成25年度は前年度より増加しました。

早産・低出生体重児・先天奇形の発生率は、平成23～25年度
調査の結果では、政府統計や一般的に報告されているデータとは
ほとんど差がないことがわかりました。

【対象者数の推移】

【早産・低出生体重児、先天奇形の発生率】

平成23年度 4.75　（5.7） 8.9　（9.6） 2.85
平成24年度 5.74　（5.7） 9.6　（9.6） 2.39
平成25年度 5.40　（5.8） 9.9　（9.6） 2.35

％ 早産 低出生体重児 先天奇形
先天異常発生

（3～5）

（）内について：早産、低出生体重児については各年度の人口動態統計における割合及び発生率。
先天奇形・先天異常発生については一般的な発生率。

平成23年度調査 ⇒ 対象者数 16,001人
平成24年度調査 ⇒ 対象者数 14,516人
平成25年度調査 ⇒ 対象者数 15,218人（平成24年度より702人増）
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妊産婦に
関する調査 妊産婦に関する調査 わかってきたこと（1/2）
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